
近年の浸水被害状況

袋井市中部 豪雨災害対策アクションプラン

袋井市民の安全で安心な暮らしを守るために

袋井市中部を流れる蟹田川・沖之川・小笠沢川の流域は、低い土地が広く分布することから、たびたび深刻
な浸水被害に見舞われています。

アクションプランとは

アクションプランとは、こうした浸水被害に対して河川、都市計画、農業、防災及び道路など治水対策に関係
する各機関と住民が、浸水被害の実態や原因、対策の目標について認識を共有しながら、各々が取組むべ
き具体的行動を記した共通の『作戦書』です。

目標・対象エリア

袋井市中部豪雨災害対策アクションプラン推進協議会
静岡県・袋井市



アクションプランの対策メニュー

従来から行政が行ってきた河川改修だけでなく、企業や住民と

協働し12の具体的な対策を実施することで、流域を水害に
強い体質に改善していきます。

住民との協働

アクションプラン作成後は、懇談会等を設置し、
流域住民と協働して対策の推進を図ります。

具体的な対策が実施されると

アクションプラン実施（５年後）により、平成
16年11月洪水と同規模の集中豪雨が発生
した際に、床上浸水多発地区の床上浸水
被害を概ね解消します。

ただし、アクションプランは緊急的な対策を
盛り込んだものであり、気候変動の影響に
よる豪雨の多発が心配されている中、一定
規模以上の豪雨に対しては浸水被害の発
生が予想されます。

被害を少しでも減らすためには、行政の対
応だけでなく住民や企業が一丸となり取り
組む必要があります。

アクションプランの作成は、官・民の枠を越
えた流域全体での浸水対策の取り組みの
最初の一歩です。

あなたにもできるアクションプラン！

住居周りに雨水流出抑制施設を設置し、洪水時に
流れ出す水を減らす取り組みや、

ハザードマップやサイポスレーダーの防災情報を
活用することで、洪水時における避難行動を円滑
に行い被害を最小限に抑えることができます。


